
 

 

荒川区環境基本条例の一部改正に伴うパブリックコメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

  令和３年７月２６日（月）～８月１０日（火） 

 

２ 閲 覧 場 所 

  あらかわエコセンター２階環境課窓口、情報提供コーナー、区ホームページ 

 

３ 意見提出 者 

  ４名（メール４名） 

 

４ 意見の内訳（全９件） 

（１） 条例改正全般についての意見     ・・・２件 

（２） 条文に対する意見          ・・・３件 

（３） 区の環境施策への提言等に関する意見 ・・・４件 

 

５ 提出された意見の概要とそれに対する区の考え方 

 【取り扱い】 

  ◎ 改正内容に反映する         ・・・１件   

○ 改正内容に盛り込んでいる      ・・・１件 

  ● 新設条例等※で対応予定       ・・・２件 

  ☆ 意見・要望としてお聞きする     ・・・２件 

   ※ 新設条例・・・（仮称）地球温暖化対策推進条例 
 



 ◎本条例改正に反映する 〇改正内容に盛り込んでいる  

●新設条例等で対応予定 ☆意見・要望としてお聞きする 

       

 
  

 

 

提出された「意見の概要」とそれに対する「区の考え方」 

 

 

≪条例改正全般について≫ 

NO. 意見の概要 意見に対する区の考え方 取扱 

１ 
条例の改正案について賛成する。（同様の

意見が他１件） 
ご賛同のご意見ありがとうございました。 ― 

 

 

≪条文に対する意見≫ 

NO. 意見の概要 意見に対する区の考え方 取扱 

２ 

改正前の条例の前文に記載されている荒川

区の背景等についての記載は残しておいた

方がいいのではないか。 

前文については、昨今の環境問題を追記す

る等、内容を更新し、文章が長くなり過ぎ

ないよう整理した案をお示ししましたが、

ご意見を踏まえ、荒川区らしさを表す部分

を残すことといたします。 

◎ 

３ 

ＳＤＧｓが掲げる気候変動対策が求められ

ているとあり、１７のゴールが設定されて

いるため、この条例で触れるゴールナンバ

ーを入れるべきではないか。 

ＳＤＧｓのゴールナンバーにつきまして

は、本条例の内容の説明を含めまして、今

後区の環境施策を紹介するパンフレット等

の中で触れてまいります。 

☆ 

４ 

前文に「気候変動への具体的な対策」と記

載されているが、環境基本条例には、これ

に対応する対策等が記載されていない。 

本条例第９条に「持続可能な脱炭素社会の

実現を目指し、温室効果ガスの排出量の削

減や、再生可能エネルギーその他の環境に

配慮したエネルギーの活用等が促進される

よう、必要な措置を講ずること」を規定し

ております。 

区では区議会定例会６月会議において、

「ゼロカーボンシティ」を表明し、（仮

称）温暖化対策推進条例の制定についても

お示ししたところです。 

具体的な対策については、新たな条例に規

定することと併せて、地球温暖化対策実行

計画等に基づき着実に進めてまいります。 

● 
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 ◎本条例改正に反映する 〇改正内容に盛り込んでいる  

●新設条例等で対応予定 ☆意見・要望としてお聞きする 

       

 
  

 

 

≪環境施策への提言等≫ 

NO. 意見の概要 意見に対する区の考え方 取扱 

５ 

低炭素社会という文言を脱炭素社会とい

う文言に変えるのは、あくまで理念的な問

題で、大事なことはどんな取組を行うかだ

と思う。脱炭素社会に向けた積極的な施策

を、なるべく速やかに進めてほしいと思

う。 

本条例第９条に「持続可能な脱炭素社会の

実現を目指す」という理念を記載してお

り、具体的な取組の方向性については、区

議会定例会等においてお示しした今後策定

予定の（仮称）温暖化対策推進条例に規定

し、積極的な施策を迅速かつ着実に進めて

まいります。 

● 

６ 

脱炭素社会の実現のためには、「再生可能

エネルギー」に加えて、水素やメタネーシ

ョン（水素と二酸化炭素を原料としたメタ

ン合成の呼称）等の脱炭素化の検討が進む

ガス体エネルギー等「環境に配慮したエネ

ルギー」の活用が重要と考える。 

本条例第９条に区は「再生可能エネルギー

その他の環境に配慮したエネルギーの活用

等が促進されるよう、必要な措置を講ずる

こと」を明記しており、ご意見も踏まえて

施策を進めてまいります。 

具体的な取組の方向性については、区議会

定例会等においてお示しした今後策定予定

の（仮称）温暖化対策推進条例に規定する

予定です。 

〇 

７ 

エネルギー源の多様化、エネルギーネット

ワークの多重化により、温室効果ガスの削

減だけでなく、災害に強いまちづくりにも

貢献できると考える。 

８ 

今後の環境政策については、新型コロナウ

イルス感染症という新たな危機も踏まえた

「区民の行動様式」への啓発や、「災害に

強いまちづくり」という視点が重要と考え

る。 

昨年度策定した「地球温暖化対策実行計

画」において、「新しい生活様式」や、自

然災害の増加など気候変動に対する「適応

策」との関係性を踏まえ、施策の見直し・

充実を図ったところです。 

また、環境政策において「災害に強いまち

づくり」の視点は大変重要であり、「地域

防災計画」や「風水害対応方針」等とも連

動した取組を進めてまいります。 

☆ 
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